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 証券コード　7266

 平成23年６月１日

株 主 各 位 

 愛 知 県 犬 山 市 字 柿 畑 １ 番 地

 株 式 会 社 今 仙 電 機 製 作 所
 代表取締役社長 増  谷   修

第74期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　このたびの東日本大震災により被災された皆様には、心からお見舞
い申しあげます。
　さて、当社第74期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、
ご出席くださいますようご案内申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ
ますので、お手数ながら後記の「株主総会参考書類」をご検討くださいまして、
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成23年６月21
日（火曜日）営業時間終了の時（午後５時５分）までに到着するようご返送くだ
さいますようお願い申しあげます。

敬具
記

１．日 時 平成23年６月22日（水曜日）午前11時
（受付開始時間は午前10時を予定しております。）　

２．場 所 愛知県犬山市犬山北古券107-１
名鉄犬山ホテル　２階　「彩雲」（北）
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項  
　報 告 事 項 １．第74期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）事

業報告の内容、連結計算書類の内容並びに会計監査人及び
監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

　  ２．第74期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）計
算書類の内容報告の件

　決 議 事 項  
　第１号議案 取締役12名選任の件
　第２号議案 監査役１名選任の件
　第３号議案
第４号議案
第５号議案

補欠監査役１名選任の件
退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件
退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件　

以 上

１．株主総会参考書類並びに事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正をすべ

き事情が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト
（http://www.imasen.co.jp/)において、修正後の事項を掲載させていただき
ます。

２．当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提
出くださいますようお願い申しあげます。
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（添 付 書 類）
　

事　 業　 報　 告

（平成22年４月１日から

平成23年３月31日まで）
　

１．企業集団の現況に関する事項
(1) 事業の経過及びその成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資に持

ち直しがみられるなど、景気は緩やかながらも回復基調の中で始まりまし

た。海外では、中国、インドを中心としたアジア経済が拡大するとともに、

アメリカにおきましても景気は回復の様相を見せております。しかしなが

ら、国内の雇用・所得環境は依然厳しく、長期化する円高の影響と相まっ

て年度後半には景気は足踏み状態となってまいりました。また、東日本大

震災による当面の景気の下振れも予想され、先行きの不透明感は一層強ま

る状況となりました。

  自動車業界におきましては、年度前半には、エコカー減税や補助金制度

の効果により環境対応車を中心に販売が順調に推移したものの、年度中盤

での補助金制度の打ち切りにより販売が減少したことから、国内自動車販

売台数は4,601千台（前年同期比5.7％減）と２年ぶりに前年度を下回る結

果となりました。一方、海外市場におきましては、中国、タイなどの新興

国の販売が好調に推移し、米国市場においても需要の回復が持続したこと

から国内自動車生産台数は8,993千台（前年同期比1.5％増）となり３年ぶ

りに前年度を上回る結果となりました。 

　このような経営環境の中で、当社グループにおきましては、中期経営計

画「Proud 2nd Stage（Recovery 1-2-3）」の第二ステップとして｢経営環

境の変化を先取りし、柔軟に対応できる経営体質を構築する｣を目標に、工

場の再編を推し進めるとともに、生産体制、事業構成を最適化するなど、

シンプルな経営体制の構築に取り組んでまいりました。一方、海外生産拠

点の整備につきましては、北米市場の需要増加に伴う受注拡大に対応する

ため、テネシー州に米国第二の生産拠点として新工場を設置し、操業開始

に向けた準備を進めております。また、急速に成長を続けるアジア市場に

おきましては、生産能力増強を図るべく、タイの既存子会社に第二工場を

設置し操業を目指すとともに、中国におきましても、広州に次ぐ第二の生

産拠点「武漢今仙電機有限公司」の設立を決定いたしました。引き続き、

海外生産拠点につきましては原価低減活動に取り組んでまいります。
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　これらの結果、当連結会計年度の売上高は、83,828百万円（前年同期比

13.3％増）となりました。

　利益面につきましては、増収効果に加え、固定費の削減など原価低減活

動の効果により、経常利益は5,880百万円（前年同期比11.3％増）、当期純

利益は3,685百万円（前年同期比20.3％増）となりました。

　

　事業別の状況は次のとおりであります。

 (自動車部品関連事業)

　　自動車部品関連事業につきましては、北米地域における受注が回復し

てきたこと、中国、タイなどのアジア地域での受注が増加したことによ

り、売上高は79,375百万円（前年同期比13.4％増）、営業利益は6,246百

万円（前年同期比23.5％増）となりました。

 (ワイヤーハーネス関連事業)

　工作機械関連機器向けの受注が回復してきたことから、売上高は2,371

百万円（前年同期比20.9％増）、営業利益は93百万円（前年同期は14百

万円の損失）となりました。

 (福祉機器関連事業)

　電動車いすの売上が減少したことから、売上高は1,106百万円（前年同

期比1.3％減）、営業利益は72百万円（前年同期比48.0％減）となりまし

た。

 (自動車販売関連事業)

　減税や補助金効果により売上高は増収となったものの、依然厳しい状

況が続いており、売上高は975百万円（前年同期比4.2％増）、営業損失

は17百万円（前年同期は15百万円の損失）となりました。

　

(2) 設備投資等及び資金調達の状況

 ①  設備投資等の状況

  当連結会計年度の設備投資は、総額4,382百万円となりました。その主な

ものは、自動車部品関連事業における新規受注製品や合理化に伴う生産設

備であります。

 ②  資金調達の状況

  当連結会計年度において、特記すべき資金調達は行っておりません。
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(3) 対処すべき課題

  今後の当社グループを取り巻く環境につきましては、震災により急激に落

ち込んだ日本経済の復興には、相当の時間がかかるものと予想されます。

　当社グループの基盤である自動車部品関連事業におきましても、震災の影

響による部品供給不足が深刻化しており、自動車メーカーに対する供給体制

の回復については、不透明な状況となっております。　

　このような経営環境の中で当社グループは、激変する事業環境の変化に緊

急避難措置で対応する一方で、中期経営計画「Pround 2nd Stage (Recovery

1-2-3)」の最終年度として、「全ての業務で既成概念にとらわれない改善を

進め、最適化された事業を鍛え上げる」を目標に、「スピード」ある事業運

営を実現し、成長路線への回復を目指してまいります。

　そのための施策として第一に好調なアジア市場、新興国への投資を増強す

るとともに、各拠点での現地調達化を促進いたします。また、「安全技術・

先進環境技術・高付加価値」分野に重点的に資源を投入し、研究開発を強化

することで、さらなる新規受注確保に繋げてまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともよろしくご支援、ご鞭撻を賜りま

すようお願い申しあげます。

　

(4) 財産及び損益の状況の推移

区 分
第 71 期

(平成20年３月期)
第 72 期

(平成21年３月期)
第 73 期

(平成22年３月期)

第 74 期
(当連結会計年度)
(平成23年３月期)

売 上 高(百万円) 91,321 86,936 74,012 83,828　

経 常 利 益(百万円) 6,316 2,759 5,281 5,880　

当 期 純 利 益(百万円) 3,957 1,505 3,064 3,685　

１株当たり当期純利益 (円) 228.30 84.73 173.74 206.29　

総 資 産(百万円) 64,367 53,725 61,212 63,308　

純 資 産(百万円) 26,875 26,001 29,600 32,492　
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(5) 重要な親会社及び子会社の状況

 ① 親会社との関係

    該当事項はありません。

 ② 重要な子会社の状況

会 社 名 所 在 地 資 本 金 出資比率 主 要 な 事 業 内 容

今仙電機股份有限公司
台 湾
台北市

百万新台湾ドル

94
％

63.1
車両用ホーン、ランプ、
リレーの製造・販売

イマセン フィリピン マニュフ
ァクチュアリング コーポレー
ション

フィリピン
ラ グ ナ 州

百万フィリピンペソ

162
　

90.0
車両用シートアジャスタ
の製造・販売

イマセン ビュサイラス テクノ
ロジー インク

米 国
オハイオ州

百万米国ドル

29
　

100.0
車両用シートアジャスタ
の製造・販売

広州今仙電機有限公司
中 国
広東省

百万人民元

74
　

100.0
車両用シートアジャスタ
の製造・販売

イマセン マニュファクチュア
リング(タイランド) カンパニ
ー リミテッド

タ イ
アユタヤ県

百万タイバーツ

322
　

100.0
車両用シートアジャスタ
の製造・販売

株式会社九州イマセン
福岡県
北九州市

百万円

50
　

100.0
車両用シートアジャスタ
の製造・販売

イマセン マニュファクチュア
リング インディア プライベー
ト リミテッド

イ ン ド
ラジャス
タ ン 州

百万インドルピー

316
　

99.9
車両用シートアジャスタ
の製造・販売

東洋航空電子株式会社
愛知県
犬山市

百万円

96
　

69.7
航空機用ワイヤーハーネ
ス、各種計測機器の製
造・販売

株式会社岐阜東航電
岐阜県
美濃加茂市

百万円

20
　

－
工作機械用ワイヤーハー
ネス、各種電子機器の製
造・販売

株式会社今仙技術研究所
岐阜県
各 務 原 市

百万円

20
　

100.0
身体障がい者用車いす、
義手義足の製造・販売

名北三菱自動車販売株式会社
愛知県
丹羽郡
大口町

百万円

70
　

71.4 車両の販売・修理

（注）１. 株式会社岐阜東航電の株式については、東洋航空電子株式会社が100％

所有しております。
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２. イマセン マニュファクチュアリング インディア プライベート リミ

テッドの株式については、株式会社今仙技術研究所も所有しており、

同社所有株式を含めた出資比率は100％であります。

３．株式会社今仙技術研究所は、平成23年３月22日付で本店を愛知県犬山

市から岐阜県各務原市へ移転いたしました。　

４．当社は、平成22年11月８日開催の取締役会において、今後の中国地域

におけるシートアジャスタの受注拡大に対応するとともに、中国国内

における物流効率の改善を図るべく、内陸部である湖北省武漢市に武

漢今仙電機有限公司を設立することを決議いたしました。

　　平成23年３月４日に同社は営業許可証の交付を受け、平成23年４月７

日に当社及び当社の連結子会社である広州今仙電機有限公司は同社に

対する資本金の払い込みを完了いたしました。　

　

(6) 主要な事業内容　

事 業 内 容 主 要 製 品

自 動 車 部 品 関 連 事 業
車両用シートアジャスタ、リレー、ホーン、ランプの製
造・販売

ワイヤーハーネス関連事業
航空機・工作機械用ワイヤーハーネス、各種計測機器・
電子機器の製造・販売

福 祉 機 器 関 連 事 業 身体障がい者用車いす、義手義足の製造・販売

自 動 車 販 売 関 連 事 業 車両の販売・修理

　

(7) 主要な営業所及び工場等

 ① 当社

本　社　　愛知県犬山市字柿畑１番地

 ② 当社営業所及び工場

営業所

名 称 所 在 地

東 京 支 店 東京都中野区

広 島 支 店 広島県東広島市

栃 木 支 店 栃木県芳賀郡芳賀町

(注)　栃木支店につきましては、東日本大震災により、事務所設備の一部が損傷

するなどの被害を受け、同事務所での営業再開は困難と判断し、一刻も早

い復旧を優先して平成23年４月４日に栃木県宇都宮市に移転いたしました。
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工　場

名 称 所 在 地 生 産 品 目

名 古 屋 工 場 愛 知 県 犬 山 市 シートアジャスタ

広 島 工 場 広 島 県 東 広 島 市 リレー、ランプ

可 児 工 場 岐 阜 県 可 児 市 ランプ、ウインドレギュレータ

岡 山 工 場 岡 山 県 倉 敷 市 シートアジャスタ、ランプ

八 百 津 工 場 岐 阜 県 加 茂 郡 八 百 津 町 シートアジャスタ

春 里 工 場 岐 阜 県 可 児 市 ランプ、アッシュトレイ

岐 阜 工 場 岐 阜 県 加 茂 郡 八 百 津 町 シートアジャスタ

　

(8) 従業員の状況

① 企業集団の従業員の状況

従 　 業 　 員 　 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

3,903名（986名） 55名増（488名増）

（注） 従業員数は就業人員であり、臨時従業員は（　）内に年間の平均人員を外数で記載してお

ります。

② 当社の従業員の状況

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

 1,686名（499名） 22名減（238名増） 37.1歳 14.4年

（注） 従業員数は就業人員であり、臨時従業員は（　）内に年間の平均人員を外数で記載してお

ります。

　

(9) 主要な借入先
(単位：百万円）

借 入 先 借 入 金 残 高

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 1,545

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 260
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２．会社の株式に関する事項（平成23年３月31日現在）

(1) 発行可能株式総数 49,195,000株

　

(2) 発行済株式の総数

普通株式 17,957,474株（自己株式215,263株を除く）

（注） 転換社債型新株予約権付社債に付された新株予約権の権利行使により、普通株式の発

行済株式の総数が189,770株増加しております。

　

(3) 株主数 4,032名

　

(4) 大株主（上位10名）

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）

本 田 技 研 工 業 株 式 会 社 1,066 5.93

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 901 5.02

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 830 4.62

Ｉ Ｍ Ａ Ｓ Ｅ Ｎ 取 引 先 持 株 会 773 4.30

ヤ マ ハ 発 動 機 株 式 会 社 613 3.41

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 605 3.36

今 仙 電 機 従 業 員 持 株 会 542 3.02

株 式 会 社 第 三 銀 行 505 2.81

第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 426 2.37

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
(中央三井アセット信託銀行再信託分・CMTBエク
イティインベストメンツ株式会社信託口)

417 2.32

(注)１．持株比率は自己株式（215千株）を控除して計算しております。

　　２．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（中央三井アセット信託銀行再信託分・Ｃ

ＭＴＢエクイティインベストメンツ株式会社信託口）の所有株式は、中央三井信託銀行

株式会社が所有していた株式をその全額出資子会社であるＣＭＴＢエクイティインベス

トメンツ株式会社へ現物出資したものが、中央三井アセット信託銀行株式会社に信託さ

れたうえで、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社に再信託されたものであり、

議決権行使の指図権はＣＭＴＢエクイティインベストメンツ株式会社に留保されており

ます。
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３．会社の新株予約権等に関する事項

(1) 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状

況

該当事項はありません。

　

(2) 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権

の状況

該当事項はありません。

　

(3) その他新株予約権等に関する重要な事項　
　

区 分
株式会社今仙電機製作所130％コールオプション条項付第２

回無担保転換社債型新株予約権付社債に付された新株予約権

発 行 決 議 日 平成19年10月３日

新 株 予 約 権 の 数 3,000個

新株予約権の目的となる

株 式 の 種 類 及 び 数
普通株式　1,915,708株

新株予約権の発行価額 無償

行 使 価 額 1,566円

新株予約権付社債の残高 3,000百万円

新株予約権の行使期間 自 平成19年12月３日　至 平成24年10月31日
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４．会社役員に関する事項
(1) 取締役及び監査役の状況（平成23年３月31日現在）

地 位 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況 氏 名

代 表 取 締 役 会 長 　 若 山 恭 二

代 表 取 締 役 社 長 　 増 谷 　 修

専 務 取 締 役 管理本部、営業本部、購買本部 統括 上 西 正 司

専 務 取 締 役 開発本部 本部長 梅 田 敏 雄

常 務 取 締 役 製造本部 統括 兼 品質保証本部 本部長 兼

経営体質改革チーム担当

宇 根 敏 昭

取 締 役 営業本部 本部長 植 松 俊 夫

取 締 役 広州今仙電機有限公司 董事長 兼 総経理、

武漢今仙電機有限公司 董事長
渡 邉 和 彦

取 締 役 イマセン ビュサイラス テクノロジー イン
ク 取締役社長

丹 羽 和 秋

取 締 役 製造本部 本部長 中 島 良 紀

取 締 役 管理本部 本部長 兼 関連会社管理 坪 内 　 明

取 締 役 テネシー工場建設プロジェクトＬＰＬ 山 田 　 博

取 締 役 購買本部 本部長 兼 購買部 部長 藤 掛 　 治

常 勤 監 査 役 　 河 村 則 行

常 勤 監 査 役 　 大 澤 慶 文

監 査 役 公認会計士、扶桑ビジネスパートナーズ株式

会社 取締役

尾 関 誠 治

監 査 役 弁護士、水谷建設株式会社 社外監査役 宮 澤 俊 夫

(注) １．監査役尾関誠治氏及び宮澤俊夫氏は社外監査役であります。

２. 当社は、監査役宮澤俊夫氏を株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の

定めに基づく独立役員として指定し、両取引所に届け出ております。

３．監査役尾関誠治氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度

の知見を有しております。

　

(2) 取締役及び監査役の報酬等の額

　 員数（名） 報酬等の額 (百万円)

取 締 役 12　 312　

監 査 役

（ う ち 社 外 監 査 役 ）

4　

(2)　

67　

(13)　

合 計 16　 379　
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(注) １．取締役の報酬限度額は、平成８年６月26日開催の第59期定時株主総会において月額50百

万円以内と決議いただいております。

２．監査役の報酬限度額は、平成８年６月26日開催の第59期定時株主総会において月額７百

万円以内と決議いただいております。

３．上記報酬等の額には、当事業年度に係る役員退職慰労引当金繰入額20百万円（取締役18

百万円、監査役２百万円（うち社外監査役０百万円））が含まれております。

　

(3) 社外役員に関する事項
① 他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況及び当社と当該他の法

人等との関係
 社外監査役尾関誠治氏は扶桑ビジネスパートナーズ株式会社の取締役であ
ります。なお、同社と当社の間には特別な関係はありません。

　

② 他の法人等の社外役員等としての重要な兼職の状況及び当社と当該他の法
人等との関係 
 社外監査役宮澤俊夫氏は水谷建設株式会社の社外監査役であります。なお、
同社と当社の間には特別な関係はありません。

　

③ 当事業年度における主な活動状況

区分 氏 名

取 締 役 会

( 1 7 回 開 催 )

監 査 役 会

( 1 6 回 開 催 )
発 言 状 況

出席回数

（回）

出席率

（％）

出席回数

（回）

出席率

（％）

監査役 尾関誠治 16　 94　 15　 94　

主に財務及び会計につい

て専門的見地からの発言

を適宜行っております。

監査役 宮澤俊夫 16　 94　 16　 100　

主に企業法務について専

門的見地からの発言を適

宜行っております。

　

 ④ 責任限定契約に関する事項
（責任限定契約に関する内容の概要）
当社は、社外監査役の責任限定契約に関する規定を設けております。
当社定款に基づき当社が社外監査役全員と締結した責任限定契約の内容の
概要は下記のとおりであります。
社外監査役は、本契約締結後、会社法第423条第１項の責任について、そ
の職務を行うにつき善意でありかつ重大な過失がなかったときは、会社法
第425条第１項に定める最低責任限度額を限度として損害賠償責任を負担
するものとする。
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５．会計監査人の状況

(1) 会計監査人の名称

有限責任 あずさ監査法人

あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をも

って有限責任 あずさ監査法人となりました。

　

(2) 報酬等の額
（百万円）

　 支　　払　　額

  当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 　32

　当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他

の財産上の利益の合計額
32

（注） 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基

づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当

事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

　

(3) 非監査業務の内容

　該当事項はありません。

　

(4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

　取締役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があ

ると判断した場合は、監査役会の同意を得たうえで、又は監査役会の請求に

基づいて、会計監査人の解任又は不再任を株主総会の会議の目的とすること

といたします。

　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当す

ると認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任しま

す。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主

総会において、解任の旨及びその理由を報告します。

　

(5) 子会社の監査の状況

　当社の重要な子会社のうち、在外連結子会社は、当社の会計監査人以外の

監査法人等の監査を受けております。
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６．会社の体制及び方針

(1) 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

①  取締役会は、法令、定款、株主総会決議及び取締役会規程、職務権限規

程、グループ倫理綱領（「倫理憲章」、「企業行動規範」を含む。以下、

倫理綱領という。）等の社内規程に従い、経営に関する重要事項を決定

する。

②  取締役は、法令、定款、取締役会決議及び業務分掌規程その他の社内規

程に従い、職務を執行する。

③  取締役会が取締役の職務執行を監督するため、取締役は、会社の業務執

行状況を取締役会規程に従い、取締役会に報告するとともに、他の取締

役の職務執行を相互に監視・監督する。

④  取締役の職務執行状況は、監査役の監査方針及び監査計画に基づき監査

を受ける。

　

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　取締役の職務の執行に係る情報については、文書管理規程に則り、各保

存媒体に応じて適切かつ確実に検索性の高い状態で保存・管理する。開示

情報が発生した場合には情報開示担当取締役は内容を精査し、適時適切に

開示する。

　

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　各本部の取締役及び管理監督者は担当業務の内容を整理し、内在するリ

スクを把握、分析、評価しリスクマネジメント委員会に報告するとともに

適正な対策を実施する。リスクマネジメント委員会は全社的なリスクを管

理監督し、内部統制システムの維持、向上を図っていく。

　

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

①  月１回定例取締役会を開催するほか、必要に応じて適宜臨時に取締役会

を開催し、経営の基本方針及び経営に係る重要事項について審議決定す

る。

②  取締役会の決議事項に関する執行方針の検討・審議及び執行状況の管理・

統制は、常勤取締役で構成する経営会議で行う。

③  取締役会に付議する重要な事項については、専務以下の常勤取締役によ

る経営検討会において、事前に十分な審議を行う。
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④  取締役会の決定に基づく業務執行については、組織規程、業務分掌規程

及び職務権限規程において定められた責任、責任者、権限及び執行手続

きの詳細に基づいて運用を行う。

　

(5) 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

①　倫理綱領に基づく行動を担保するため、倫理委員会規程、コンプライア

ンス委員会要領に基づき、その運用の徹底を図る。

②  法令違反その他のコンプライアンスに関する事実の社内通報システムで

ある内部通報制度運営要領の適正な運用を図る。

③  内部監査部門である社長直属の監査室は、内部監査規程に基づき、内部

統制全般の監査を行う。

　

(6) 当社及びその子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するため

の体制

①  倫理綱領に基づき、グループ各社において諸規程を整備するとともに、

その運用を評価し必要な是正を図る。

②  倫理綱領の遵守により反社会的勢力は毅然とした態度で排除する。

③  倫理綱領の遵守状況については、関係会社管理規程に基づき毎月１回開

催される「中央経営協議会（当社役員と全グループ会社の社長が出席）」

と併せて開催される倫理委員会において審議し、内容の充実を図る。

④  グループの経営管理については、社長が任命する「関係会社担当取締役」

が行うことを基本とし、グループ会社が行う重要事項については当社の

事前承認を受ける。

⑤  中央経営協議会において、経営状況の報告・検討を行い、モニタリング

を行う。

　

(7) 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当

該使用人に関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項

  監査役の職務を補助すべき使用人の設置が求められた場合は、適任者を

監査役職務補助専任者として任命するものとし、当該社員の評価等身分の

決定は、監査役会の同意を得て行う。
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(8) 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告

に関する体制

①　監査役は、重要な会議に出席し各職制の重要な業務の報告を受けること

ができるとともに、稟議書その他の重要な書類を閲覧することができる。

②　各取締役は監査役が行う業務監査に当たり、管轄する部門の部課長とと

もに各年度ごとに設定された経営の重要な事項について実施状況を報告

する。

③　内部通報制度運営要領の適切な運用を維持することにより、法令違反そ

の他のコンプライアンス上の問題について監査役へのより適切な報告体

制を確保する。

　

(9) 監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

①　代表取締役との面談による重要課題事項の意見・情報交換を行う。

②　監査室との連携及び情報交換を行う。

③　会計監査人との定期的な会合による意見及び情報の交換を行う。

　

(10) 財務報告の信頼性を確保するための体制

  財務委員会は監査室と連携し財務報告に係る内部統制システムの信頼性、

適正性を確保するため継続的に運用評価し必要な是正措置を行う。

　

７．剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社では、株主の皆様への利益還元と将来の事業展開に備えて企業体質強化の

バランスを考慮しつつ、安定的な配当を業績に応じて継続的に行うことを配当政

策の基本方針としております。配当の決定機関は、取締役会であります。

　また、内部留保金につきましては、企業体質の一層の充実及び長期的な事業展

開を維持していくための設備投資や研究開発投資に充当し、将来にわたり株主の

皆様のご期待に沿うべく努力してまいります。

　自己株式の取得につきましても、株主の皆様に対する有効な利益還元のひとつ

と考えており、株価の動向や財務状況等を考慮しながら適切に対応してまいりま

す。

　当期末の配当金につきましては、基本方針である安定的な配当と業績のバラン

スを考慮し、１株当たり11円とさせていただきました。

　　

　　


 (注) 事業報告中の記載金額及び株式数は、表示数値未満の端数を切り捨てております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成23年３月31日現在）

 （単位：百万円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（ 資 産 の 部 ） 　 （ 負 債 の 部 ） 　

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

た な 卸 資 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

工具、器具及び備品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

38,269

9,825

19,691

5,963

1,133

1,657

△3

25,038

21,196

7,057

5,621

2,819

4,059

1,638

344

344

3,498

3,280

135

117

△35

流 動 負 債 23,982

支払手形及び買掛金 12,998

１年内償還予定の社債 500

短 期 借 入 金 3,332

未 払 法 人 税 等 770

賞 与 引 当 金 1,147

製 品 保 証 引 当 金 149

そ の 他 5,084

固 定 負 債 6,833

社 債 3,000

長 期 借 入 金 601

繰 延 税 金 負 債 627

退 職 給 付 引 当 金 1,454

役員退職慰労引当金 177

そ の 他 972

負 債 合 計 30,815

（ 純 資 産 の 部 ） 　

株 主 資 本 32,265

資 本 金 4,548

資 本 剰 余 金 4,281

利 益 剰 余 金 23,544

自 己 株 式 △108

その他の包括利益累計額 △713

その他有価証券評価差額金 952

為替換算調整勘定 △1,665

少 数 株 主 持 分 939

純 資 産 合 計 32,492

資 産 合 計 63,308 負 債 純 資 産 合 計 63,308
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連 結 損 益 計 算 書

（平成22年４月１日から
平成23年３月31日まで）

（単位：百万円）

科　　　目  金　　　額

売 上 高     83,828

売 上 原 価     70,328

売 上 総 利 益     13,500

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費     7,086

営 業 利 益     6,414

営 業 外 収 益     271

受 取 利 息 及 び 配 当 金 80     

そ の 他 190     

営 業 外 費 用     805

支 払 利 息 138     

そ の 他 666     

経 常 利 益     5,880

特 別 利 益     53

固 定 資 産 売 却 益 53     

特 別 損 失     167

固 定 資 産 処 分 損 139     

投 資 有 価 証 券 評 価 損 15     

そ の 他 12     

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益     5,766

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,063     

法 人 税 等 調 整 額 △54 2,008

少 数 株 主 損 益 調 整 前 当 期 純 利 益     3,758

少 数 株 主 利 益     72

当 期 純 利 益     3,685
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連結株主資本等変動計算書

（平成22年４月１日から
平成23年３月31日まで）

（単位：百万円）

 
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

平成22年３月31日残高 4,464 4,197 20,197 △108 28,752

連結会計年度中の変動額      

新株の発行（新株予約権
の行使）

83 83      166

剰 余 金 の 配 当   △339  △339

当 期 純 利 益   3,685  3,685

自 己 株 式 の 取 得    △0 △0

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

     

連結会計年度中の変動額合計 83 83 3,346 △0 3,513

平成23年３月31日残高 4,548 4,281 23,544 △108 32,265

 

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

少 数 株 主
持 分

純 資 産 合 計その他有価証
券評価差額金

為 替 換 算
調 整 勘 定

　
その他の包括
利 益 累 計 額
合 計
　

平成22年３月31日残高 1,061 △1,108 △46 895 29,600

連結会計年度中の変動額      

新株の発行（新株予約権
の行使）

    166

剰 余 金 の 配 当     △339

当 期 純 利 益     3,685

自 己 株 式 の 取 得     △0

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

△109 △556 △666 44 △621

連結会計年度中の変動額合計 △109 △556 △666 44 2,891

平成23年３月31日残高 952 △1,665 △713 939 32,492
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連結注記表

1． 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項

 (1) 連結の範囲に関する事項

 ① 連結子会社の数　11社

主要な連結子会社の名称

今仙電機股份有限公司、東洋航空電子㈱、㈱今仙技術研究所、名北三菱自動車販売㈱、

㈱岐阜東航電、イマセン　フィリピン　マニュファクチュアリング　コーポレーション、

イマセン　ビュサイラス　テクノロジー　インク、広州今仙電機有限公司、イマセン　

マニュファクチュアリング（タイランド）カンパニー　リミテッド、㈱九州イマセン、

イマセン　マニュファクチュアリング　インディア　プライベート　リミテッド

 ② 非連結子会社名

㈱ナイト

㈱ナイトは小規模会社であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利

益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしており

ません。

 (2) 持分法の適用に関する事項

持分法を適用した関連会社数　１社

イマセン　ランドホールディング　コーポレーション

同社の決算日は12月31日であります。持分法の適用に当たっては、同日現在の計算書類

を使用しております。非連結子会社１社については、当期純損益及び利益剰余金等に及

ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がありませんので、この会社に対す

る投資については持分法を適用せず原価法により評価しております。

 (3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち今仙電機股份有限公司、イマセン　フィリピン　マニュファクチュア

リング　コーポレーション、イマセン　ビュサイラス　テクノロジー　インク、広州今

仙電機有限公司、イマセン　マニュファクチュアリング（タイランド）カンパニー　リ

ミテッド及びイマセン　マニュファクチュアリング　インディア　プライベート　リミ

テッドの決算日は12月31日であります。連結計算書類の作成に当たっては、同日現在の

計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調

整を行っております。
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 (4) 会計処理基準に関する事項

 ① 重要な資産の評価基準及び評価方法

有価証券  

その他有価証券  

時価のあるもの 決算期末日の市場価格等に基づく時価法 (評価差額は全部

純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により

算定）

時価のないもの 移動平均法に基づく原価法

デリバティブ 時価法

たな卸資産 評価基準は原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）によっております。

製品・仕掛品 総平均法

商品 個別法

原材料 移動平均法

貯蔵品 最終仕入原価法

 ② 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産

（リース資産を除く）

主として定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降取得した建物（建物附属設

備は除く）については、定額法によっております。

また、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産

については、一括償却資産として法人税法に規定する方法

により、３年間で均等償却しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物　　 ３～50年

機械装置及び運搬具 ４～９年

工具器具及び備品　 １～12年

無形固定資産

（リース資産を除く）

定額法によっております。

ただし、ソフトウエア（自社利用）については、社内にお

ける見込利用可能期間（５年）による定額法によっており

ます。

リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額については、残価

保証の取決めがあるリース取引は当該残価保証額、その

他については零とする定額法によっております。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、

リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース取引

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理によっております。
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 ③ 重要な引当金の計上基準

貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については

個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上してお

ります。

賞与引当金 従業員の賞与の支払に備えるため、支給見込額に基づき計

上しております。

製品保証引当金 製品のクレーム費用の支払に備えるため、過去の実績を基

礎にして発生見込額を計上しております。

退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末におけ

る退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当連結会

計年度末において発生していると認められる額を計上して

おります｡

会計基準変更時差異については、15年による按分額を費用

処理しております。

過去勤務債務については、その発生時の従業員の平均残存

勤務期間以内の一定の年数（10年）による按分額を費用処

理しております。

数理計算上の差異については、その発生時の従業員の平均

残存勤務期間以内の一定の年数（10年) による定率法によ

り発生年度から費用処理しております。

役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期末

要支給額を計上しております。

 ④ 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益

として処理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は決算日の直物為替相場に

より円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産

の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めております。

 ⑤ 重要なヘッジ会計の方法

　振当処理の要件を満たす為替予約及び通貨スワップについては、振当処理を採用しており、

特例処理の要件を満たす金利スワップについては、特例処理を採用しております。

 ⑥ のれんの償却方法及び償却期間

のれんは、少額の場合を除き５年間で均等償却しております。

 ⑦ その他連結計算書類の作成のための重要な事項

消費税の会計処理方法

消費税及び地方消費税は税抜方式によっております。
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(5) 会計方針の変更

　（資産除去債務に関する会計基準）

　当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号）及び「資

産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号)を適用しており

ます。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。　

(6) 連結損益計算書の表示方法の変更

  当連結会計年度より、｢連結財務諸表に関する会計基準｣（企業会計基準第22号）に基づき、

｢会社法施行規則、会社計算規則等の一部を改正する省令｣（平成21年法務省令第７号）を

適用し、｢少数株主損益調整前当期純利益｣の科目で表示しております。　
　

2． 連結貸借対照表の注記

 (1) 有形固定資産の減価償却累計額 49,646百万円

 (2) 担保に供している資産及び担保に係る債務

 ① 担保に供している資産     

（工場財団）     

建　　　物 410百万円

土　　　地 30百万円

（その他）     

建　　　物 1,731百万円

土　　　地 1,382百万円

合　　　計 3,555百万円

 ② 担保に係る債務     

短期借入金 350百万円

長期借入金

（１年内返済予定額を含む）

1,691百万円

合　　　計 2,041百万円

　

3． 連結株主資本等変動計算書の注記

 (1) 当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

　普通株式 18,172,737株

 (2) 配当に関する事項

 ① 配当金支払額

決 議 株式の種類
配 当 金
の 総 額

１株当た
り配当額

基 準 日 効 力 発 生 日

平成22年５月13日
取 締 役 会

普通株式
百万円

177
10円 平成22年３月31日 平成22年６月24日

平成22年11月8日
取 締 役 会

普通株式
百万円

161
９円 平成22年９月30日 平成22年12月６日
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 ② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となる

もの

決 議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総 額

１株当た
り配当額

基 準 日 効力発生日

平成23年
５月13日
取締役会

普通株式 利益剰余金
百万円

197
11円 平成23年３月31日 平成23年６月23日

　

 (3) 当連結会計年度の末日における新株予約権の目的となる株式の種類及び数

   第２回無担保転換社債型新株予約権付社債(平成19年11月１日発行)

普通株式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,915千株

　

4.  金融商品に関する注記

 (1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針

　当社グループは、主に自動車部品関連事業を行うための設備投資計画に照らして、必要

な資金（主に銀行借入や社債発行）を調達しているほか、短期的な運転資金については銀

行借入により調達しております。デリバティブ取引については、外貨建債権債務等及び借

入金の残高の範囲内で個別的に利用することとしており、投機的な取引は行わない方針で

あります。

② 金融商品の内容及びそのリスク

　受取手形及び売掛金は顧客の信用リスクに晒されております。また、外貨建債権債務等

については為替相場の変動によるリスクに晒されておりますが、当該リスクを回避する目

的で、為替予約取引等を利用しております。また、借入金は市場金利変動によるリスクが

ありますが、将来の金利上昇によるリスクを回避するとともに、借入金に係る資金調達コ

ストの軽減を図る目的で、金利スワップ取引を利用しております。なお、デリバティブ取

引の契約先は信用度の高い国内の銀行としており、契約不履行に係る信用リスクはほとん

ど無いと判断しております。

③ 金融商品に係るリスク管理体制

　信用リスクについては、社内規定に基づき営業部門が取引先の状況をモニタリングする

ほか、内部管理部門も入金・残高管理を行うことで、回収懸念の早期把握やリスクの軽減

を図っております。

　為替変動リスクや市場金利変動リスクについては、為替予約取引等や金利スワップ取引

を利用することでリスクの軽減を図っており、デリバティブ取引の実行及び管理について

は、社内規定に基づき経理部が一元的に実行及び管理を行い、定期的に管理担当取締役に

対し報告しております。 
　
 (2) 金融商品の時価等に関する事項

　平成23年３月31日（連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差

額については、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認めら

れるものは、次表には含めておりません。
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(単位：百万円)

　 連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

① 現金及び預金 9,825 9,825 ―

② 受取手形及び売掛金 19,691 19,691 ―

③ 投資有価証券             

その他有価証券 3,178 3,178 ―

資  産  計 32,696 32,696 ―

① 支払手形及び買掛金 12,998 12,998 ―

② １年内償還予定の社債 500 500 ―

③ 短期借入金 2,062 2,062 ―

④ 社債 3,000 3,027 27

⑤ 長期借入金(※１) 1,872 1,882 10

負  債  計 20,432 20,469 37

デリバティブ取引(※２) 16 16 ―

 ※１ 長期借入金には、１年内返済予定の長期借入金を含めております。

 ※２ デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正
味の債務となる項目については、( )で表示しております。

(注)1 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資  産

① 現金及び預金、② 受取手形及び売掛金

短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、
当該帳簿価額によっております。

③ 投資有価証券

株式については、取引所の価格によっております。

負  債

① 支払手形及び買掛金、② １年内償還予定の社債、③ 短期借入金

短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、
当該帳簿価額によっております。

④ 社債

市場価格のあるものは市場価格に基づき、市場価格のないものは元利金の合計額
を当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引いた現在価値によ
り算定しております。　
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⑤ 長期借入金　

元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現
在価値により算定しております。なお、金利スワップの特例処理の対象とされて
いる長期借入金については（下記「デリバティブ取引」参照）、当該金利スワッ
プと一体として処理された元利金の合計額を同様の借入を行った場合に適用され
る合理的に見積られる利率で割り引いて算定しております。　

デリバティブ取引

① ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

通貨関連　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

区 分 取 引 の 種 類 契 約 額 等
契約額等のうち
１ 年 超

時  価 評 価 損 益
当該時価の算定
方 法

市場取引
以外の取
引

通貨スワップ取引

受取円・支払米ド
ル

　　　

374

　

　　　

286

　

　

16

　

　

16

　
 

取引先金融機関

から提示された

価格等によって

おります。　

② ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

ヘッジ会計の方法ごとの連結決算日における契約額又は契約において定められた
元本相当額等は、次のとおりです。

　 　 　 　 (単位：百万円)
　

ヘッジ会計の
方 法

デリバティブ取引の
種 類 等

主 な ヘ ッ ジ
対 象

契 約 額 等
契約額等のうち
1 年 超

時 価
当該時価の算定
方 法

金利スワップ
の特例処理

金利スワップ取引 　 　 　 　 　
　

支払固定・受取変動 長 期 借 入 金 1,031 500 ＊

為替予約等の
振 当 処 理

為替予約取引 　 　 　 　
先物為替相場に
よっております。売建 売掛金 983 ― △5

（*）金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として

処理されているため、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております。

(注)2 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

非連結子会社株式及び関連会社株式36百万円、非上場株式65百万円については、市場
価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、｢③投資有価証券｣
には含めておりません。　

　

5. 賃貸等不動産に関する注記

賃貸等不動産の総額の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　
6. １株当たり情報の注記
  (1) １株当たり純資産額 1,757円08銭
  (2) １株当たり当期純利益 206円29銭
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7．重要な後発事象に関する注記
　（子会社への出資）　　

　当社は、平成22年11月８日開催の取締役会において、中国内陸部である湖北省武漢市に、
以下のとおり子会社を設立することを決議し、平成23年３月４日に同社は営業許可証の交付
を受け、平成23年４月７日に資本金の払い込みを完了いたしました。
(1) 子会社設立の目的

　当社は、現在中国における生産拠点として、広東省広州市に全額出資の現地法人「広州
今仙電機有限公司」を置き、中国市場向けにシートアジャスタの製造、販売を行っており
ますが、今後の中国地域におけるシートアジャスタの受注拡大に対応するとともに、中国
国内における物流効率の改善を図るべく、内陸部である湖北省武漢市に、第二の生産拠点
を整備するものであります。

  (2）設立会社の概要　

 ①　会社名　　　　　武漢今仙電機有限公司

 ②　所在地　　　　　中華人民共和国湖北省武漢市漢南区紗帽街漢南大道838号

 ③　代表者の氏名 　 董事長 渡邉 和彦　

 ④　事業内容　　　　自動車部品（シートアジャスタ他）の製造及び販売

 ⑤　資本金　　　　　50百万人民元

 ⑥  出資割合　　　　当社　60％（広州今仙電機有限公司40％）　
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貸　借　対　照　表
（平成23年３月31日現在）

 （単位：百万円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（ 資 産 の 部 ） 　 （ 負 債 の 部 ） 　

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

製 品

原 材 料

仕 掛 品

貯 蔵 品

前 払 費 用

短 期 貸 付 金

未 収 入 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工具、器具及び備品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

借 地 権

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

出 資 金

関 係 会 社 出 資 金

長 期 貸 付 金

長 期 前 払 費 用

そ の 他

貸 倒 引 当 金

28,206

5,649

1,361

15,875

663

509

726

223

2

602

1,138

934

519

25,065

13,626

4,458

363

3,636

11

1,679

3,337

140

226

129

83

13

11,212

3,124

6,016

0

1,148

888

1

35

△3

流 動 負 債 19,020

支 払 手 形 1,190

買 掛 金 9,699

１年内償還予定の社債 500

短 期 借 入 金 450

１年内返済予定の長期借入金 1,223

リ ー ス 債 務 737

未 払 金 1,360

未 払 法 人 税 等 539

未 払 費 用 982

賞 与 引 当 金 988

製 品 保 証 引 当 金 149

設備関係支払手形 176

そ の 他 1,024

固 定 負 債 6,013

社 債 3,000

長 期 借 入 金 500

リ ー ス 債 務 669

繰 延 税 金 負 債 174

退 職 給 付 引 当 金 1,108

役員退職慰労引当金 134

投 資 損 失 引 当 金 427

負 債 合 計 25,033

（ 純 資 産 の 部 ） 　

株 主 資 本 27,293

資 本 金 4,548

資 本 剰 余 金 4,281

資 本 準 備 金 4,281

利 益 剰 余 金 18,572

利 益 準 備 金 210

その他利益剰余金 18,361

固定資産圧縮積立金 127

別 途 積 立 金 5,428

繰越利益剰余金 12,805

自 己 株 式 △108

評価・換算差額等 944

その他有価証券評価差額金 944

純 資 産 合 計 28,237

資 産 合 計 53,271 負 債 純 資 産 合 計 53,271
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損　益　計　算　書

(平成22年４月１日から
平成23年３月31日まで)

 （単位：百万円）

科　　　　目 金　　　　額

売 上 高     62,877

売 上 原 価     53,663

売 上 総 利 益     9,213

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費     4,934

営 業 利 益     4,279

営 業 外 収 益     941

受 取 利 息 及 び 配 当 金 808     

そ の 他 133     

営 業 外 費 用     357

支 払 利 息 104     

そ の 他 252     

経 常 利 益     4,864

特 別 利 益     49

固 定 資 産 売 却 益 49     

特 別 損 失     131

固 定 資 産 処 分 損 115     

投 資 有 価 証 券 評 価 損 15     

税 引 前 当 期 純 利 益     4,781

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,589     

法 人 税 等 調 整 額 △168 1,420

当 期 純 利 益     3,361
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株主資本等変動計算書

（平成22年４月１日から
平成23年３月31日まで）

（単位：百万円）

 

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金

固 定 資 産
圧縮積立金

別 途
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

平成22年３月31日残高 4,464 4,197 210 127 5,428 9,783 △108 24,104

事業年度中の変動額         

新株の発行
（新株予約権
の 行 使 ）

83 83      166

剰余金の配当      △339  △339

当期純利益      3,361  3,361

自己株式の取得       △0 △0

株主資本以外の
項目の事業年度中
の変動額（純額）

        

事業年度中の変動額合計 83 83 － － － 3,022 △0 3,188

平成23年３月31日残高 4,548 4,281 210 127 5,428 12,805 △108 27,293

 

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

平成22年３月31日残高 1,053 25,158

事業年度中の変動額   

新株の発行
（新株予約権
の 行 使 ）

 166

剰余金の配当  △339

当期純利益  3,361

自己株式の取得  △0

株主資本以外の
項目の事業年度中
の変動額（純額）

△109 △109

事業年度中の変動額合計 △109 3,079

平成23年３月31日残高 944 28,237
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個別注記表

１．重要な会計方針

 (1) 有価証券の評価基準及び評価方法

 ① 子会社株式及び関連会社株式 移動平均法に基づく原価法

 ② その他有価証券

時価のあるもの 決算期末日の市場価格等に基づく時価法  (評価

差額は全部純資産直入法により処理し、売却原

価は移動平均法により算定）

時価のないもの 移動平均法に基づく原価法

 (2) デリバティブ取引の評価基準

 (3) たな卸資産の評価基準及び評価方法

時価法

評価基準は原価法（収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）によっております。

 ① 製品・仕掛品 総平均法

 ② 原 　材 　料 移動平均法

 ③ 貯　 蔵　 品 最終仕入原価法

 (4) 固定資産の減価償却の方法

 ① 有形固定資産（リース資産を除く） 定率法

ただし、平成10年４月１日以降取得した建物（建

物附属設備を除く）については、定額法によっ

ております｡

また、取得価額10万円以上20万円未満の少額減

価償却資産については、一括償却資産として法

人税法に規定する方法により、３年間で均等償

却しております。

 ② 無形固定資産（リース資産を除く） 定額法

ただし、ソフトウエア（自社利用）については、

社内における見込利用可能期間（５年）による

定額法によっております。

 ③ リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る

リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額につい

ては、残価保証の取決めがあるリース取引は

当該残価保証額、その他については零とする

定額法によっております。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取

引のうち、リース取引開始日が平成20年３月

31日以前のリース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ております。
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 (5) 引当金の計上基準

 ① 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を検討

し、回収不能見込額を計上しております。

 ② 賞与引当金 従業員の賞与の支払に備えるため、支給見込額

に基づき計上しております。

 ③ 製品保証引当金 製品のクレーム費用の支払に備えるため、過去

の実績を基礎にして発生見込額を計上しており

ます。

 ④ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当期末におけ

る退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、

期末において発生していると認められる額を計

上しております｡

会計基準変更時差異については、15年による按

分額を費用処理しております。

過去勤務債務については、その発生時の従業員

の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）

による按分額を費用処理しております。

数理計算上の差異については、その発生時の従

業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10

年) による定率法により発生年度から費用処理

しております。

 ⑤ 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支払に備えるため、内規に

基づく期末要支給額を計上しております。

 ⑥ 投資損失引当金 関係会社への投資等に係る損失に備えるため、

各社の財政状態等を勘案し、所要額を計上して

おります。

 (6) ヘッジ会計の方法

振当処理の要件を満たす為替予約及び通貨スワップについては、振当処理を採用しており、

特例処理の要件を満たす金利スワップについては、特例処理を採用しております。

 (7) 消費税及び地方消費税の会計処理

税抜方式によっております。

 (8) 会計方針の変更

    （資産除去債務に関する会計基準）

当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号）及び「資 

産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号）を適用してお

ります。

これによる損益に与える影響はありません。
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２．貸借対照表の注記

 (1) 有形固定資産の減価償却累計額 39,609百万円

 (2) 関係会社に対する短期金銭債権 6,653百万円

 (3) 関係会社に対する長期金銭債権 886百万円

 (4) 関係会社に対する短期金銭債務 1,227百万円

 (5) 担保に供している資産及び担保に係る債務

 ① 担保に供している資産     

（工場財団）     

建　　　物 410百万円

土　　　地 30百万円

（その他）     

建　　　物 1,545百万円

土　　　地 1,210百万円

合　　　計 3,197百万円

 ② 担保に係る債務     

短期借入金 350百万円

長期借入金

（１年内返済予定額を含む）

1,643百万円

合　　　計 1,993百万円

 (6) 保証債務

以下の各社に対し、保証を行っております。　

    

イマセン ビュサイラス テクノロジー イン

ク

（銀行借入及びリース契約）

928百万円

広州今仙電機有限公司（銀行借入） 249百万円

合　　　計 1,177百万円

３．損益計算書の注記

 (1) 関係会社への売上高 16,712百万円

 (2) 関係会社からの仕入高 4,475百万円

 (3) 関係会社への営業費用 86百万円

 (4) 関係会社との営業取引以外の取引高 802百万円

４．株主資本等変動計算書の注記

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

普通株式                 215,263株
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５．税効果会計の注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産     

未払事業税 55百万円

賞与引当金 401百万円

製品保証引当金 60百万円

退職給付引当金 450百万円

役員退職慰労引当金 54百万円

その他 789百万円

繰延税金資産小計 1,811百万円

評価性引当額 △330百万円

繰延税金資産合計 1,480百万円

繰延税金負債     

固定資産圧縮積立金 △87百万円

その他有価証券評価差額金 △633百万円

繰延税金負債合計 △720百万円

繰延税金資産の純額 760百万円

６．リースにより使用する固定資産の注記

リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

 (1) リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額

 工具、器具及び備品  

取得価額相当額　　　　　 101百万円 

減価償却累計額相当額 76百万円 

期末残高相当額 24百万円 

 (2) 未経過リース料期末残高相当額

　１年内 19百万円

　１年超 6百万円

　合計 25百万円

 (3) 支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額

　支払リース料 418百万円

　減価償却費相当額 399百万円

　支払利息相当額 5百万円



－ 34 －

 (4) 減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法

減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額については、残価保証の取決めがあるリース取引は

当該残価保証額、その他については零とする定額法によっております。

利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額を利息相当額とし、各期への配分方

法については利息法によっております。

７．関連当事者との取引に関する注記

　子会社等

（単位：百万円）

種 類 会 社 等 の 名 称
議 決 権
の 所 有
割合 (％ )

関連当事者
と の 関 係

取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

子

会

社

イマセン ビュサイラス
テクノロジー　インク

100.0

役員の兼任
シートアジャ
スタの製品販
売、債務の保
証、資金の貸
付

製品の販売
 

債務保証

 5,950
　

 928

売掛金
 
－

  2,354
　

 －

広州今仙電機有限公司 100.0

役員の兼任
シートアジャ
スタの製品販
売、債務の保
証

製品の販売 7,947 売掛金 2,181

東洋航空電子株式会社 69.7 役員の兼任 資金の預り 918
流動負債
「その他」
（預り金）

820

イマセン マニュファクチ
ュアリング インディア プ
ライベート リミテッド

100.0
（0.1）

役員の兼任
シートアジャ
スタの製品販
売、資金の貸
付

資金の貸付 242 長期貸付金 600

(注) １「議決権の所有割合」欄の括弧書は間接所有割合で、内書であります。

　　 ２ 製品の販売については、市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。

３ 資金の預りは、ＣＭＳ（キャッシュ･マネジメント･システム）に係るものであり、市場

金利を勘案して利率は合理的に決定しております。なお、取引金額は平均残高を記載し

ております。

４ 債務保証は、同社の銀行借入及びリース契約につき実施したものであります。

５ 資金の貸付は、市場金利を勘案して利率は合理的に決定しております。なお、取引金額

は平均残高を記載しております。

６ 関係会社への投資等に係る損失に備えるため、427百万円の投資損失引当金を計上して

おります。また、当事業年度において36百万円の投資損失引当金繰入額を計上しており

ます。

７ 取引金額には、消費税等は含まれておりません。

８．１株当たり情報の注記

 (1) １株当たり純資産額 1,572円49銭

 (2) １株当たり当期純利益 188円13銭
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９．重要な後発事象に関する注記

　（子会社への出資）　

  当社は、平成22年11月８日開催の取締役会において、中国内陸部である湖北省武漢市に、

以下のとおり子会社を設立することを決議し、平成23年３月４日に同社は営業許可証の交

付を受け、平成23年４月７日に資本金の払い込みを完了いたしました。

　(1）子会社の設立目的

  　当社は、現在中国における生産拠点として、広東省広州市に全額出資の現地法人「広

州今仙電機有限公司」を置き、中国市場向けにシートアジャスタの製造、販売を行って

おりますが、今後の中国地域におけるシートアジャスタの受注拡大に対応するとともに、

中国国内における物流効率の改善を図るべく、内陸部である湖北省武漢市に、第二の生

産拠点を整備するものであります。
　

　(2）設立会社の概要　

 ①　会社名　　　　　武漢今仙電機有限公司

 ②　所在地　　　　　中華人民共和国湖北省武漢市漢南区紗帽街漢南大道838号

 ③　代表者の氏名 　 董事長 渡邉 和彦　

 ④　事業内容　　　　自動車部品（シートアジャスタ他）の製造及び販売

 ⑤　資本金　　　　　50百万人民元

 ⑥  出資割合　　　　当社　60％（広州今仙電機有限公司40％）　
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連結計算書類に係る会計監査報告

 独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書  

 平成23年５月11日 

 株 式 会 社 今 仙 電 機 製 作 所  

 取 締 役 会  御 中  

 有限責任 あずさ監査法人  

 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 安 井 金 丸 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 加 藤 浩 幸 

　

 

 　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社今仙電機製

作所の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の連結計算

書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算

書及び連結注記表について監査を行った。この連結計算書類の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結計算書類に対する意見を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準

拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽

の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査

を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営

者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検

討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための

合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、株式会社今仙電機製作所及び連結子会社

から成る企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべ

ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により

記載すべき利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

 独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書  

 平成23年５月11日 

 株 式 会 社 今 仙 電 機 製 作 所  

 取 締 役 会  御 中  

 有限責任 あずさ監査法人  

 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 安 井 金 丸 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 加 藤 浩 幸 

　

 

   当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社今仙

電機製作所の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第74期事業年度の

計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個

別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。この計算書類及びその

附属明細書の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から計

算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準

拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細

書に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。

監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方

法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及

びその附属明細書の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の

結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般

に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附

属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に

表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により

記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

 監　査　報　告　書  

 　当監査役会は、平成22年4月１日から平成23年3月31日までの第74期事業年度の取締役の職務の執行に
関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見として本監
査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。　
　
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　　　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、内部統制システムの整備・運用状況等を重点監査

項目として設定し、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

　　　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取
締役、監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも
に、取締役会、経営会議その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況に
ついて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所に
おいて業務及び財産の状況を調査いたしました。また、事業報告に記載されている取締役の職務の執
行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するため
に必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決
議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制(内部統制システム)について、監査役会が定めた
内部統制システムに係る監査役監査の実施基準に準拠し、取締役及び使用人等からその構築及び運用
の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。子会社に
ついては、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から
事業の報告を受けました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書に
ついて検討いたしました。

　　　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証す
るとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規
則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）
等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当
該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及び
その附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書
及び連結注記表）について検討いたしました。 

　
２．監査の結果
(１) 事業報告等の監査結果
　　一  事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認

めます。
　　二  取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められ

ません。
　　三  内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シ

ステムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認め
られません。

(２) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　　会計監査人 有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
(３) 連結計算書類の監査結果
　　会計監査人 有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

 
平成23年５月13日

株式会社今仙電機製作所　監査役会

常 勤 監 査 役 河 村 則 行 

常 勤 監 査 役 大 澤 慶 文 

社 外 監 査 役 尾 関 誠 治 

社 外 監 査 役 宮 澤 俊 夫 

 

　　　 以　上
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株主総会参考書類
　

第１号議案　取締役12名選任の件

　本総会終結の時をもって取締役全員（12名）が任期満了となります。つきまし

ては、より将来を見据えた経営を行うべく、経営陣の若返りを図り、一層の経営

基盤の強化を目指すため、新任５名を含む取締役12名の選任をお願いするもので

あります。

　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、重要な兼職の状況並びに
当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当

所有する当社
の 株 式 数

１
わかやま　 きょうじ
若 山 恭 二
(昭和10年２月20日生)

昭和35年10月　当社入社　

昭和52年12月　第一営業部 部長

昭和56年５月　東京支店 支店長

昭和63年３月　取締役

平成３年12月　常務取締役

平成９年６月　代表取締役社長

平成19年６月　代表取締役会長 (現任)

118,803株

２

ふじかけ　　 お さ む
藤   掛　　  治
(昭和30年２月26日生)

　

昭和53年４月　当社入社

平成11年７月　技術本部 設計部 担当部長

平成15年８月　営業・技術本部 第二営業部

部長 兼 設計部 担当部長

平成16年７月　営業・技術本部 第二営業部

部長

平成18年４月　購買本部 購買部 部長

平成21年６月　取締役 (現任)

平成23年４月　購買本部 本部長 (現任)　

4,757株
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、重要な兼職の状況並びに
当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当

所有する当社
の 株 式 数

３
う め だ　   と し お
梅 田 敏 雄
(昭和22年11月３日生)

昭和45年３月　当社入社

平成９年６月　技術本部 品質保証部 部長

平成16年６月　取締役

品質保証部 管理 品質保証部

部長

平成17年６月　常務取締役

品質保証本部 統括

平成19年６月　開発本部 本部長 (現任)

平成20年６月　専務取締役 (現任)　

28,187株

４
うえまつ　    と し お
植 松 俊 夫
(昭和22年11月29日生)

昭和45年３月　当社入社

平成９年６月　業務本部 栃木支店 支店長

兼 東京支店 支店長

平成15年11月　イマセン ビュサイラス テク

ノロジー インク出向

平成19年６月　当社 取締役 (現任)

営業本部 副本部長

平成21年６月　営業本部 本部長 (現任)　

15,543株

５
わたなべ　 かずひこ
渡 邉 和 彦
(昭和22年10月10日生)

昭和45年３月　当社入社

平成10年５月　生産本部 生産技術部 部長

平成13年４月　生産本部 第一製造部 部長

平成17年４月　生産技術部 部長

平成19年２月　第一製造本部 岐阜工場 工場

長

平成19年６月　取締役 (現任)

　　　　　　　第二製造本部 副本部長

平成20年５月　広州今仙電機有限公司 董事

長 兼 総経理 (現任)

平成23年３月　武漢今仙電機有限公司 董事

長 (現任)　

（重要な兼職の状況）

広州今仙電機有限公司 董事長 兼 総経理

武漢今仙電機有限公司 董事長

11,893株
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、重要な兼職の状況並びに
当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当

所有する当社
の 株 式 数

６
なかしま　 よしのり
中 島 良 紀
(昭和24年１月30日生)

昭和46年４月　当社入社

平成11年４月　生産本部 名古屋工場 工程改

善グループ グループ長

平成14年７月　広州今仙電機有限公司 出向

平成17年６月　同社 董事長 兼 総経理

平成20年６月　当社 取締役 (現任)

製造本部 副本部長(岐阜工場

担当) 兼 開発本部 副本部長

（生産技術部担当）

平成21年６月　製造本部 本部長 (名古屋、岐

阜、春里、八百津、可児 各工

場担当)

平成22年10月　製造本部 本部長 (全工場担

当) (現任)　

9,168株

７
や ま だ　　ひ ろ し
山   田　　  博
(昭和29年７月28日生)

昭和52年４月　当社入社

平成13年４月　生産本部 生産技術部 部長

平成17年４月　第四製造部 部長

平成19年４月　第二製造本部 広島工場 工場

長

平成20年６月　取締役 (現任)

製造本部 副本部長 (広島工場

担当) 兼 開発本部 副本部長

(広島設計部担当)

平成21年６月　製造本部 本部長 (岡山工場担

当) 兼 広島工場 工場長

　　　　　　　株式会社九州イマセン 代表取

締役社長

平成22年１月　製造本部 本部長 (岡山、広

島 各工場担当) 

平成22年６月　製造本部 本部長 (岡山工場担

当) 兼 広島工場 工場長 

平成22年10月　テネシー工場建設プロジェク

ト ＬＰＬ (現任)

8,875株
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、重要な兼職の状況並びに
当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当

所有する当社
の 株 式 数

８

※
あ　　べ　 たかゆき
阿 部 隆 行
(昭和26年11月22日生)

昭和52年６月　当社入社

平成11年７月　管理本部 経理部 部長

平成15年７月　イマセン ビュサイラス テク

ノロジー インク 出向

平成17年７月　当社 監査室 部長

平成19年４月　管理本部 経営企画部 部長 

平成20年６月　管理本部 経営企画部 部長

兼 経理部 部長

平成21年３月　管理本部 経理部 部長 (現

任)

4,200株

９

※
かめやま　 ひろまさ
亀 山 弘 昌
(昭和29年８月６日生)

昭和54年４月　当社入社

平成13年４月　営業・技術本部 営業企画部

部長

平成17年４月　原価企画部 部長

平成19年４月　管理本部 総務部 部長 (現

任)

10,300株

10

※
なかざわ　 てつのり
中 澤 哲 則
(昭和31年３月５日生)

昭和54年４月　当社入社

平成13年４月　生産本部 第一製造部 名古屋

工場 工場長

平成17年２月　第一製造本部 担当部長　

平成17年６月　第一製造本部 名古屋工場 担

当部長　

平成17年７月　イマセン ビュサイラス テク

ノロジー インク 出向

平成18年12月　当社 管理本部 総務部付 (部

長待遇)　

平成19年４月　品質保証本部 生産管理部 部

長

平成21年３月　経営体質改革チーム 部長

平成23年４月　購買本部 購買部 部長 (現

任)

3,600株
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、重要な兼職の状況並びに
当 社 に お け る 地 位 及 び 担 当

所有する当社
の 株 式 数

11

※
あ だ ち　　た か し
足   立　　  隆
(昭和31年10月29日生)

昭和54年４月　当社入社

平成13年４月　生産本部 生産管理部 部長 

平成15年４月　生産本部 購買部 部長

平成18年４月　営業本部 第二営業部 部長

平成21年４月　イマセン マニュファクチュア

リング タイランド カンパニ

ー リミテッド 取締役社長

(現任)　

（重要な兼職の状況）

イマセン マニュファクチュアリング タイラ

ンド カンパニー リミテッド 取締役社長

4,500株

12

※
さ   さ   き  て つ じ
佐 々 木 鉄 二
(昭和28年９月26日生)

昭和52年４月　当社入社

平成12年２月　品質保証本部 品質保証部 部

長

平成13年４月　品質保証本部 ＴＱＳＭ推進

室 部長

平成16年９月　第一製造部 担当部長　

平成17年６月　第一製造本部 名古屋工場 担

当部長

平成19年６月　第一製造本部 名古屋工場 工

場長

平成22年４月　製造本部 名古屋工場 工場長

(現任)　

2,700株

（注）１．※印は新任取締役候補者であります。

　　　２．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
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第２号議案　監査役１名選任の件

  監査役河村則行氏は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきまし

ては、監査役１名の選任をお願いするものであります。

　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

　監査役候補者は、次のとおりであります。

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 重 要 な 兼 職 の 状 況 及 び
当 社 に お け る 地 位

所有する当社
の 株 式 数

な　が　や　　  さ ん ぺ い
長 屋 三 平
(昭和27年10月25日生)

昭和58年２月　当社入社

平成17年４月　第三営業部 部長

平成22年４月　営業本部 第一営業部 部長 (現任)

7,000株

（注）候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

　

第３号議案　補欠監査役１名選任の件

  平成22年６月23日開催の定時株主総会において補欠監査役に選任された長谷川

周義氏の選任の効力は本総会の開始の時までとされております。つきましては、

改めて補欠監査役１名の選任をお願いするものであります。

　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

　補欠監査役候補者は次のとおりであります。

氏 名
（生　年　月　日）

略 歴 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
所有する当社
の 株 式 数

は　せ　が　わ    かねよし
長 谷 川 周 義
(昭和17年７月10日生)

昭和44年２月　税理士登録

昭和50年２月　公認会計士登録

昭和57年10月　監査法人ユニー会計事務所 設立社

員就任

昭和62年12月　同上 代表社員 就任

平成19年７月　みすず監査法人 退所

平成19年８月　公認会計士長谷川周義事務所 所

長 (現任)

平成20年６月　株式会社トウチュウ 社外監査役

(現任)

平成22年６月　当社 補欠監査役 (現任)　

―株

（注）１．候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２．長谷川周義氏は、補欠の社外監査役候補者であります。

３．長谷川周義氏を社外監査役候補者とした理由は、公認会計士としての専門的な知識・

経験等を当社の監査体制に活かしていただきたいためであります。

４．長谷川周義氏が監査役に就任する場合には、当社との間で会社法第427条第１項の規定

による責任限定契約を法令の限度内で締結する予定であります。　
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第４号議案　退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件

　本総会終結の時をもって任期満了により取締役を退任される増谷修氏、上西正

司氏、宇根敏昭氏、丹羽和秋氏及び坪内明氏に対し、その在任中の功労に報いる

ため、当社所定の基準に従い、相当額の範囲内で退職慰労金を贈呈いたしたいと

存じます。

　なお、その具体的金額、贈呈の時期及び方法等は、取締役会にご一任願いたい

と存じます。

　退任取締役の略歴は、次のとおりであります。

氏 名 略 歴

増 谷 　 修

平成13年６月　取締役

平成16年６月　常務取締役

平成17年６月　専務取締役

平成19年６月　代表取締役社長 (現任)

上 西 正 司

平成16年６月　取締役

平成17年６月　常務取締役　

平成20年６月　専務取締役（現任）

宇 根 敏 昭
平成17年６月　取締役　

平成20年６月　常務取締役（現任）

丹 羽 和 秋 平成19年６月　取締役 (現任)　

坪 内 　 明 平成20年６月　取締役 (現任)

　

第５号議案　退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件

　本総会終結の時をもって任期満了により監査役を退任される河村則行氏に対し、

その在任中の功労に報いるため、当社所定の基準に従い、相当額の範囲内で退職

慰労金を贈呈いたしたいと存じます。

　なお、その具体的金額、贈呈の時期及び方法等は、監査役の協議にご一任願い

たいと存じます。

　退任監査役の略歴は、次のとおりであります。

氏 名 略 歴

河 村 則 行 平成15年６月　常勤監査役 (現任)

　

以　上
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株主総会会場ご案内図
　

会場　　愛知県犬山市犬山北古券107-１

名鉄犬山ホテル　２階　「彩雲」（北）

TEL(0568) 61-2211
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至名古屋 名古屋空港 至上飯田
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羽黒駅
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明治村
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県道名古屋犬山線

犬山駅
名鉄広見線

成田山

犬山遊園駅

モンキー
パーク

至美濃太田

尾張パーク
ウェイ

至
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木曽川

＜交通の便＞

名鉄犬山線　犬山遊園駅下車　徒歩８分

東名高速　小牧I.Cより　25分

●お車でお越しの場合は、名鉄犬山ホテル駐車場をご利用ください。

●電車でお越しの場合は、犬山駅より送迎バスを運行いたします。

10時20分に犬山駅西口ロータリーを出発いたしますのでご利用くださ

い。

　　


